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そのうえ，狼や狐や 臬 が----- 歩足をふみ 
た事は守らなければなりません。それが兎の 
国の規則ですから。」
すると,伯母さん達や従弟達も賛成しまし 
て,
「さうとも，さうとも。一度約束をした事は 
守らなければならない。昔から今までに噓を 
ついた兎は一疋もゐなかったのだから。」 
と，言ひました。
そこで，朝お嫁さんの所へ来た兎は,もう 
夕方にはお嫁さんと別れなければなりません 
でした。
兎はお嫁さんに向って，かう言ひました。
「あたしは詰度狼に食べられてしまふでせう。 
どうかあたしの事をいつまでも覚えてゐて下 
さい。」
さう言ふかと思ふと,急に狼の事を思ひ出 
して,
「けれど，狼は事に依ると,勘弁して呉れる 
かも知れません。」
さう言って,飛んで行ってしまひました。
ところが兎がお嫁さんのところへ行ってる 
間に途中の国には,急に色々な悪い事が起り 
ました。或所では雨がひどく降って,ついき 
のふ兎が平気で越した川が溢れて.十里四方 
がすっかり水浸しになってしまひました。他 
の所では，王様と王様とが戦争を始めて,丁 
度兎の通る道がその戦場になってしまってゐ 
ました。また他の所では,コレラがはやって, 
百里四方は往き来がならぬといふお触れが出 
てゐました。しかも,その上に,何処へ行っ 
てもいろんな他の狼や狐や枭なぞが,自分を 
待ち伏せしてゐるやうに見えました。
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だすごとに,待ち伏せしているのであった。
兎は利口だったので,あらかじめ三時間の 
余裕があるように見積もっておいた。しかし 
ながらつぎつぎに障害がおこるにおよんで, 
彼の心はぞくっとした。彼は宵のうちも走り， 
真夜中も走りつづけた。彼の足は石につまず 
いてささくれ,両脇腹の毛はいばらの枝にひ 
っかかってたれさがり,眼はかすみ,口から 
血泡がしたたりでた。それなのに彼はまだこ 
れから遠くまで走って行かなければならな 
い!しかも彼には絶えず生けるもののよう 
に,人質となった友の姿がちらつくのである。 
今時分，彼は狼のところで立番をしていて, 
「あとなん時間たったら・あの愛すべき義弟 
は自分の身うけに蚯けつけてくれるだろ 
う!」……こう考えているにちがいない。彼 
はこのことを想いおこすと— いっそう速度 
を速めた。山も,谷も,森も,沼池も— す 
べて彼にとってはものの数ではない……なん 
ど彼の心臓ははり裂けんばかりになったこと 
だろう。だが彼はいたずらな動揺のために大 
切な目的を逸しないようにと,われとわが心 
をしずめるのだった。今は悲しみどころでは 
ない，涙どころではない。すべての感情を殺 
し,ただ友を狼の口から救いだしさえすれば 
よいのだ。
すでに夜は明けそめていた。そして枭や, 
夜鷹や,蝙蝠などは夜の床についてしまった。 
大気のなかを一抹の涼風が吹きわたった。そ 
して急に周囲のすべてが，まるで死んだもの 
のように静まりかえった。が,兎は小休みな 
く走り,「はたして友を救いだすことができ 
るだろうか?」ということばかりしじゅう考 
えていた。
東の空が紅を染めはじめた。まずはるか地 
平線上の雲の上にうっすらと紅の色がおどり 
いで,それがやがていよいよ濃くなり— と 
っぜん炎となった!草におりていた露はば 
っと輝きはじめ，昼の鳥たちは眼を醒まし，
兎はびっくりしましたヵヾ,どうにもしゃう 
がありませんでした。洪水の中や，戦争の中 
や,コレラのはやってゐる中を,まっしぐら 
に蚯けました。兎は石で足を切られたり,棘 
のある枝で横つ腹を刺されたりして，血みど 
ろになって道を急ぎました。けれども，行き 
のやうには中々道が渉どりません。夜中まで 
休みなしに蚯けましたが,まだ中々先きが遠 
いやうです。でも,自分のお嫁さんの兄さん 
が質に取られてゐる事を思ひますと,悲しん 
だり涙をこぼしたりしてゐる暇はありません。 
一分も早く行って，お嫁さんの兄さんを助け 
なければならないと,唯そればかりを考へて 
ゐるのでした。
やがて夜が明け始めました。枭や蝙蝠は何 
処かへ隠れて終ひました。空気が冷たくなっ 
て急にあたりが寂として来ました。それでも 
兎はやっぱり,遅れてはならないぞと心の中 
で思ひながら。同じ様にどんノ、蚯けて行き 
ました。
間もなく東の空が赤くなりました。鳥が目 
を覚ましました。犠や毛虫が動き出しました。 
けれども,兎にはなんにも見えませんでした。 
なんにも聞こえませんでした。唯「遅れては 
ならないぞ。遅れてはならないぞ。」と思ひ 
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幟や，みみずや,てんとう虫などが這いはじ 
めた。煙がどこからともなくたなびき，裸麦 
や燕麦のささやきの音は，次第に音高くなっ 
ていった。だが兎は何も見も,聞きもせず, 
ただ「わたしは自分の友を破滅させてしまっ 
た,破滅させてしまった」とばかり繰りかえ 
していた。
だがとうとう,あの山まできた。その山の 
向うに— 沼地があり,そこに狼の棲家があ 
る兎よ,遅れる,遅れる!
彼は山の頂上に蚯けあがるために最後の力 
をふりしぼる……そして一気に騷けあがった。 
だが彼はもうそれ以上走ることができないで, 
力尽きてたおれた… 彼は果してこのまま蚯 
けつけないのであろうか?
狼の棲家は眼のまえに手に取るように見え 
た。どこか遠くで鐘楼の鐘が六時を告げた。 
その鐘の音のひとつひとつが,まるで金槌で 
打つように,疲れきった動物の心を打ちつけ 
るのであった。最後の鐘の音とともに,狼は, 
臥所から身をおこして，伸びをひとつすると， 
満足そうに尾をふった。狼は人質になった兎 
に近づいていって,彼を足で摑み，半分は自 
分のために，残りの半分は妻のために二つに 
ひき裂こうと腹に爪をつきたてた。仔狼たち 
は両親のまわりに坐り，歯をがつがつさせな 
がら両親のすることを見守っていた。
「わたくしがここです!ここです!」その 
とき山の上に倒れていた兎が,千匹の兎が声 
をそろえて叫ぶような大声で叫び,独楽のよ 
うに山から沼地へ転びおりた。
で,狼は彼を讃めたたえた。
「わしは」狼は言った。「兎には信用がおけ 
るのを知った。さて,わしの裁断じゃが，時 
期のくるまで,二人ともこの繁みの下に坐っ 
ているがよろしい。後になればわしはおまえ 
たちを……ハッハッ……許してやる!」
ながら，册けてゐました。
すると，しまひに，とう/^狼の家の手前 
の小山が見える所まで来ました。兎は体中の 
力を出して，小山のてっぺんまで飛び上がり 
ましたが，もうそれからは一足も前へ進む事 
が出来なくなりました。兎はもう死にさうに 
なりました。
狼の家は地図のやうに小さく，自分の足下に 
見えてゐました。それでゐて兎はそこへ行く 
事が出来ないのです。
どこか遠くのお寺で六時の鐘が鳴りました。 
すると狼は穴を出て伸びをして嬉しさうに尻 
尾を振りました。それから質にとった兎の所 
へ行ってそれを前足で抑さへつけると,いき 
なり爪を立て、二つに裂かうとしました。
すると,小山の上で死に掛かってゐた兎が, 
千疋の兎が一度に叫ぶやうな声を出して,
「ここにゐます。あたしはここにゐます。」 
と，どなりました。さうして,小山から沼地 
へ転がるやうにして飛び降りました。狼はそ 
の兎を大層讃めました。そして，兎を二人と 
も許して呉れました。
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